






































後脛骨筋に合計 150 単位実施した．BTX 前と実施 2 週間
後に，Modified Ashworth Scale（MAS），ウォーク way 
MV-1000（アニマ社）による歩行パラメータの計測を行
った．BTX 施行前後の歩行パラメータの比較には，
Mann-Whitney の U 検定を用いた． 
 
【結果】BTX 施行前後での MAS と麻痺側歩行パラメー
タの比較を表 1 に示す．BTX 施行前後（前／後）で，MAS
では母趾屈筋（2／1），足趾屈筋（2／1），足部内反（1+
／1）に変化が認められた．歩行パラメータでは立脚期（0.8 
± 0.06 ／ 1.0 ± 0.09）が有意に延長し，歩行速度（27.7 











































毒素製剤（Botulinum Toxin Type A）の脳卒中後の下肢
痙縮に対する臨床評価―プラセボ対照二重盲検群間比較
試験ならびにオープンラベル反復投与試験―．Jpn J 











　　ストライド長（cm） 44.4 ± 6.79 40.8 ± 4.07
　　立脚期（秒） 　0.8 ± 0.06 　　1.0 ± 0.09＊
　　遊脚期（秒） 　0.8 ± 0.10 　0.9 ± 0.12
　　歩行速度（cm/秒） 27.7 ± 3.95 　21.4 ± 2.69＊
＊：p＜0.05
P−15
